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-34: Long-term optical photometric monitoring of the FUor star V900 Mon
-35: Which molecule traces what: chemical diagnostics of protostellar
sources
-36: Probing protoplanetary disk evolution in the Chamaeleon II region
-37: From downtown to the outskirts: a radio survey of the Orion 
Nebula Cluster
-38: Evidence of Accretion Burst: The Viscously Heated Inner Disk of the 
Embedded Protostar IRAS 16316-1540
-39: ALMA discovery of a dual dense probably rotating outflow from a 
massive young stellar object G18.88MME



https://arxiv.org/abs/2107.03696v2

円盤+降着エンベロープ＋ジェット&アウトフロー等で構成されるClass 0/I原始星16天体に対し、ALMAで様々な
分⼦輝線の観測(空間分解能: 0.5-3”)を実施。それぞれの物理構造をどの分⼦がトレースするかを調べた。



C3H2, CCH, 13CS, CN →強いUV照射を受けるcavity-wallのトレーサー



COMs (複雑な有機物)の観測結果

Hot core (& warm disk): ⾼温領域(スノーライン内側)でダスト上から脱離したCOMsが存在
Outflow: 衝撃波⾯などでのsputtering でダスト上から叩き出されたCOMsが存在



C18O, N2D+, DCO+→Cold envelopesのトレーサー
H2CS, OCS, COMs etc. → Inner warm envelopesのトレーサー





Class 0 → Class I で円盤の寄与⼤、
円盤のサイズ増加&温度低下なども影響



https://arxiv.org/abs/2106.13847v1

星形成領域Chamaeleon II (Cha II)の29天体に対してALMA観測を実施。円盤ダスト質量定量。
22天体でダスト連続波検出。得られた質量分布等を他の星形成領域のものと⽐較。



ダスト質量のmedian値: 4.5±1.5Mearth

Mdustの分布(右上図): Taurusと⽐べCha IIは軽い天体が多い
Upper Sco (⼀番古い)は他の領域と⽐べ有意に軽い分布

年齢：1-10 Myr の星形成領域間の⽐較

Cha IIの年齢
4±2 Myr (古い値)
1-2 Myr (Gaia DR2に基づく値)



https://arxiv.org/abs/2106.13025v1

Orion Nebula Cluster (ONC)に対し新た⾼感度連続波サーベイをVLA C-band (4-8 GHz)で実施。
521個の電波源を同定。うち198個は 新検出。
Chandra Orion Ultra-deep Project (COUP)のX線源と⽐較すると、COUPの17%の天体は電波源があり、
電波源がある天体の53%はX線源があるという結果。
𝜃1 Ori C (UV源として知られる⼤質量星)からの天体の空間分布などを議論。



𝜃1 Ori C (UV源として知られる⼤質量星)からの
天体の空間分布

電波源はfree-free 放射など

電波源は<3”で距離に反⽐例
円盤のphotoionizationなどを反映?



https://arxiv.org/abs/2106.09626v1

ALMA観測を通じ、⼤質量原始星 G18.88MME (8太陽質量星)でのjet-likeな分⼦アウトフローを発⾒。
SiO(5‒4), HC3N(24‒23), 13CO(2‒1) の輝線を検出。
HC3Nが検出されていることで、⾼密度なアウトフローを⽰唆



Solid curves: 13CO
Filled: H13CN



https://arxiv.org/abs/2105.14906v1

FU Ori型星 V900 Monの10年間にわたる可視光(B, V, R, I バンド)測光モニター観測のデータを解析。
この天体では1989年以降、Rバンドの振幅で4桁も増光したアウトバースト現象が続いている。
今回解析した2011年9⽉以降のデータの中では、2017年から2018年の期間に最⼤の明るさが観測され、
その後、明るさの低下が始まった。



https://arxiv.org/abs/2106.15804v1

近⾚外線⾼分散分光観測を通じ吸収線の形状を調べる事で、埋もれた原始星のアウトバースト現象の探索が可能
本研究では、原始星 IRAS16316-1540の近⾚外⾼分散分光観測を実施。Double peak profileから0.1 auのKepler
回転に相当する速度を算出。
→粘性加熱で温められたガスからの放射を捉えていて、アウトバースト現象が進⾏中。


